課題番号：　　　　　　

立命館大学ＳＲセンター
成果公開型利用申込書 （新規 / 継続）
年　　月　　日
成果公開型利用課題選定委員会　殿
所属・職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請代表者：　　　　　　　　　　　                           　　　　　　　　　  E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所在地(〒　　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            　　　　　　 　　　　  
所属先電話　　　　　　　　　　　　         (内線　　　　　　) 　Fax　　　                  　　　　　　　　　　　　　　　　
課金請求先が利用代表者と異なる場合
所属・職名・氏名　　　　                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　  　　　　　
Tel/Fax                             　　            E-mai                                  　　　　　
記
	課題名
	

	実　験　者
	氏名
	所属機関
	身分
	e-mail address

	
	利用責任者

○立命太郎
	立命館大学生命科学部応用化学科
	助教
	taro.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp

	
	立命花子
○立命次郎
○立命三郎
○立命四郎
○立命五郎
立命六郎

来所者に○
	立命館大学総合科学技術研究機構SRセンター
立命館大学生命科学部応用化学科
立命館大学大学院理工学研究科
立命館大学大学院理工学研究科
立命館大学生命科学部応用化学科

立命館大学理工学部物理科学科

	教授
ポスドク
博士3回生
修士2回生
学部4回生
特任教授

	hanako.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp
jiro.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp
saburo.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp
shiro.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp
goro.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp
rokuro.ritsumei＠ritsumeikan.ac.jp


	実　験　計　画
	希望BL
	立命館大学側

受入担当者
	希望時期
	ビーム
タイム
	備考　(不都合な日程など)

	
	ＢＬ－△
	例）エスアール太郎
	2018年●●月▲▲日
～2018年■■月▼▼日
	 ２　日
	例）9/10～9/20は国際学会のため不可。2019年3月15日までの測定完了を希望　など。

	
	事前打ち合わせ内容

	
	誰とどのような内容について打ち合わせたかをご記入ください。


	成 果 公 開
	本研究課題の実施にあたり、下記成果を公表することを承諾します（□内チェック、複数回答可)。
□　成果報告書（必須）
□　SRセンター成果報告会におけるポスター発表 （必須）
□　学会発表、　□ 論文発表、　□ SRセンター紀要、　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


	　　　　　年　　　月　　　日
成果公開型利用課題として採択　　　　　　する　・　しない
成果公開型利用課題選定委員会委員長：　　　　　　　　　　　　　　　    　印
BL　　ビームライン責任者：　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　  印
	事務局管理欄


	研　究　内　容
	研究の概要、目的、計画について、図表などを入れて明解に記入してください。
継続利用申請の場合、これまでの実験経過と、なぜ継続が必要かについて、具体的に説明してください。
（キーワード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


必要に応じてフォーマットサイズを変更してください（ページ増も可）。
	測　定　試　料
	試料名、安全性の他、試料数、濃度の目安、吸収端、優先順位の有無など、おおよその測定時間が予測可能な程度に記載してください。
例）充放電深度の異なるLiMnO2電極　6個（O　K吸収端とMn L3吸収端XAFSの計12スペクトルを測定）
LiMnO2は特定化学物質（第二類）で、誤飲すると呼吸器障害 、中枢神経障害の危険性があるが、電極化しているため粉末飛散せず、また大気暴露しないため誤飲する恐れはない。
例）LiMnO2粉末試料　1個（O　K吸収端とMn L3、L2吸収端XAFS）

特定化学物質（第二類）で、誤飲すると呼吸器障害 、中枢神経障害の危険性があるため、試料準備時には保護メガネ、マスクを着用し、また、飛散しないように注意する。
例）SiO2粉末（カーボン両面テープで固定）　1個（O　K吸収端）
危険物に該当しない。多量吸引すると肺に蓄積して珪肺を引き起こすが、通常の取扱い上は安全である。
危険物試料の場合、MSDSを添付すること。

	測 定 条 件 な ど
	例） S　K吸収端XAFS　（XANESのみ）　2400～2550 eV、分光結晶は前回測定時と同じGe(111)を使用
例） 初回2日間は連続したビームタイムで、その後2ヶ月程度空けて1日のビームタイムを希望。
例） 嫌気性試料のため、トランスファーベッセルの事前貸出を希望。
例） 嫌気性試料の準備のため、グローブボックスの貸与を希望 （測定当日午前9時～午前11時まで）。
例） 酸素ガスフロー実験を行うため、高圧酸素ガスボンベ（3.4L型）、レギュレータ等を持参する（受入担当者○○氏と事前相談済み）。

	過　去　の　利　用　実　績
	過去3年間にSRセンターの利用経験がありましたら、課題名、課題番号、を記入してください。また、これに関連した論文発表(著者名、タイトル、ジャーナル)、学会発表(著者名、学会名、タイトル)等を記入してください。



必要に応じてフォーマットサイズを変更してください（ページ増も可）。
どちらかを残してください。


（提出時消去）





申請書受理後、審査・事務手続き等に最大3週間かかります。


別途、作業従事承諾書は利用3週間前までにご提出ください。


(提出時消去)





現場等で実験についての具体的な内容をBL担当者と相談できる方。


 (提出時消去)









2017年5月改定

